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• 答案には，必ず，氏名と学籍番号を書いて下さい（印刷したときに誰の答案かが分かるように）。
• 答案は TAの大学院生・陳君（skyanagi2319@gmail.com）宛にメールにファイル添付して送ってく

ださい。手書きで解答を作り，写真に撮って画像を送っても構いません。ただし，字が読めるような画質に

して下さい。

• 厳格にするつもりはありませんが，ファイル・サイズは出来るだけ 1MB（1メガ・バイト）以内にして

下さい。（参考）IrfanView (https://www.irfanview.com/)のソフトを使うと，小さいサイズの JPEG ファ

イルにすることができます。

• Subject に「計量」として下さい。でなければ，ごみ箱に行く可能性があります（Subject でメールを

振り分けています）。

１ 授業中で扱った下記の数値例を用いて予測を行いたい。

i 1 2 3 4 5

Xi 5 1 3 2 4

Yi 4 1 1 3 4

u1, u2, · · ·, un は互いに独立で，すべての i について ui ∼ N(0, σ2) を仮定する。Yi = α+ βXi + ui を最

小二乗法を用いて α, β の推定量 α̂, β̂ を求める。このとき，Y0 = α + βX0 + u0 として Y0 の信頼区間を

求めたい。ただし，u0 ∼ N(0, σ2)，u0 は u1, u2, · · ·, un から独立であると仮定する。

必要な推定値は，練習のため，それぞれの式に当てはめて各自再計算して下さい。

(1) X0 = 3 のとき，Y0 の 95% 信頼区間を求めなさい。

(2) X0 = 0 のとき，Y0 の 95% 信頼区間を求めなさい。

２ 生鮮魚介の需要関数を推定することにした。変数名リストは下記のとおりである。

Fi ＝ 生鮮魚介の購入量（単位は g）の対数（常用対数）

Yi ＝ 勤め先収入（2015年価格）の対数（常用対数）

PFi ＝ 生鮮魚介 1g当たりの価格（2015年価格）の対数（常用対数）

PMi ＝ 生鮮肉 1g当たりの価格（2015年価格）の対数（常用対数）

PVi ＝ 生鮮野菜 1g当たりの価格（2015年価格）の対数（常用対数）

PFMi ＝「生鮮魚介 1g当たりの価格（2015年価格）÷生鮮肉 1g当たりの価格（2015年価格）」
の対数（常用対数）

＝ PFi − PMi

推定期間は 2000年 ∼ 2019年（すなわち，i = 2000 ∼ 2019）で，年次データを用いた。



Excel を使って， 1©， 2© の 2 つの需要関数を推定した。推定式とその推定結果を下記に記す。

1© Fi = α+ βYi + γ1PFi + γ2PMi + γ3PVi + ui

2© Fi = α+ βYi + γ1PFMi + ui



下記の問いに答えなさい。

• 1© 式について：

(3) β は需要の所得弾力性を表す。まず，需要の所得弾力性とは何かを説明しなさい。次に，推定結

果から，生鮮魚介とはどのような財か説明しなさい。

(4) γ1 は需要の価格弾力性を表す。まず，需要の価格弾力性とは何かを説明しなさい。次に，推定

結果から，生鮮魚介とはどのような財か説明しなさい。

(5) γ2，γ3 は需要の交差価格弾力性を表す。まず，需要の交差価格弾力性とは何かを説明しなさい。

次に，推定結果から，生鮮魚介と生鮮肉との関係，生鮮魚介と生鮮野菜との関係を説明しなさい

（代替材か補完財か？）。

(6) すべての説明変数の係数がゼロという仮説，すなわち，β = γ1 = γ2 = γ3 = 0 の仮説を検定し

なさい。教科書『計量経済学』（山本卓著）の分布表を用いてよい。

(7) β の 99% 信頼区間を求めなさい。

(8) γ2 = 0 という仮説を有意水準 1% で検定しなさい（両側検定を用いなさい）。

• 1© 式と 2© 式について：

(9) PFi の係数推定値と PMi の係数推定値は符号は異なるが，絶対値で推定値が似た値になってい

ることと，PVi の係数はゼロを棄却できないので PVi を落として， 2© 式を推定し直すことに

した。 1© 式と 2© 式を推定することで，何を検定しようとしているのか帰無仮説を書きなさい。
(10) 残差平方和をもとにして (9) を検定しなさい。

(11) 決定係数を利用して (9) を検定しなさい。

• 2© 式について：

(12) ダービン・ワトソン（DW）比を計算したところ，DW = 0.781 となった。 2© 式の誤差項に系
列相関があるかどうかを検定しなさい。もし系列相関があった場合は正の系列相関か負の系列相

関かを答えなさい。

(13) もし系列相関があると判定された場合，最小二乗法の推定量にどのような影響があるのか説明し

なさい。

(*) 検定や信頼区間を求める場合，推定値のどの数字と分布表（または，統計表）のどの数字を比較す

るのかを明記して下さい。


